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第第３３章章  福福祉祉計計画画のの基基本本的的考考ええ方方  
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②②  地地域域でで支支ええ合合うう仲仲間間・・場場づづくくりり  
地域福祉の担い手グループインタビューからは、地域の中で、子育てや介護等を通し

た活動者同士の交流、同じ悩みを抱える人同士の仲間づくり、集まることができる場づ

くりが必要との意見が挙げられました。安心して暮らせる地域をつくるための基礎とし

ては、サークル活動等地域でのコミュニケーションの充実や、身近な地域での日頃から

の見守りや協働での支え合いが大切であり、福祉の推進に向けては、そうした活動支援

を充実させることが必要です。 

 

③③  多多様様なな市市民民活活動動のの充充実実  
文化センター圏域別グループディスカッションでは、様々な地域課題の解決のために

は市民活動の充実と、団体同士の連携が重要であると指摘されました。課題解決のため

に、自治会・町会等の活動はもとより、地域の祭り、若い世代のレクリエーション等の

テーマ型の活動を充実させることが必要です。 

あわせて、これからの福祉の推進には、そうした人や団体の輪を広げ、新たな支え合

いを生み出す活動を充実させ、地域力を強化することが必要です。 

 

（（３３））包包括括的的なな相相談談及及びび支支援援体体制制のの整整備備  

①①  多多機機関関がが連連携携ししたた相相談談・・支支援援のの仕仕組組みみづづくくりり  
相談支援機関グループインタビューから挙げられたように、今後は多機関が連携し、

相談・支援の仕組みを充実させていくことが課題です。 

そのためには、各分野の相談支援機関の充実が必要であり、また、地域福祉コーディ

ネーターや民生委員・児童委員等が地域で行う相談活動との情報共有の仕方についても

検討していくことが必要です。 

 

②②  安安全全でで安安心心ししてて暮暮ららせせるるままちちづづくくりり  
福祉分野においても、避難場所の確保、避難行動要支援者に対する支援の強化及びサー

ビス提供体制の継続等、防災や災害時におけるニーズが高くなっています。安心して暮

らせるまちづくりを推進していくため、各福祉分野における取組に加え、対象者を超え

て、地域全体で災害時に備える取組を強化することが必要です。 

 

 

 



 

- 36 - 

第第３３章章  福福祉祉計計画画のの基基本本的的考考ええ方方  

１１  基基本本理理念念  

 

本市では、「みんなでつくる、みんなの福祉」を基本理念に、地域で支え合う福祉の実

現、協働・連携で進める福祉の実現等を基本視点に、分野別計画と併せて、利用者本位の

福祉サービスの実現、生涯にわたり自立を支援する福祉と幅広い支え合いによるまちづ

くりを推進してきました。 

現在、福祉ニーズの多様化に伴い、制度の狭間にある問題や複合的な生活課題が増え、

制度や分野を超えた取組が必要になったことや、福祉人材の不足等の課題も生じている

ことなどから、地域共生社会の実現が求められており、福祉分野は大きな転換期を迎え

ています。 

本計画の策定に当たり、実施した分野横断調査においても、地域での活動課題や新た

な福祉ニーズから、地域での情報共有や仲間・場づくり、担い手育成、医療・介護、生活

支援の仕組み、相談支援の仕組み、安全で安心して暮らせるまちづくりの課題が明らか

となり、さらに、その解決に向けては多様な協働が必要であることが明らかになりまし

た。 

以上を踏まえ、本計画の理念である「みんなでつくる、みんなの福祉～つながりあい、

支え合い、安全で安心して暮らせるまちの実現へ～」を目指してまいります。 

そのために、身近な圏域で、住民主体の支え合いと情報共有の仕組みを充実させるこ

とによる「地域力強化」と、多機関連携による「包括的な相談支援体制」の構築を進め、

対象別の福祉の充実はもとより、分野を超えた総合的・包括的な福祉へと展開させてい

きます。 

 

基本理念 

 

みみんんななででつつくくるる、、みみんんななのの福福祉祉  

～つながりあい、支え合い、安全で安心して暮らせるまちの実現へ～ 
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２２  福福祉祉施施策策のの考考ええ方方  

 

基本理念を実現するために、本市の福祉施策を、次の３つの考え方に立って進めてま

いります。 

 

（（１１））尊尊厳厳のの保保持持（（自自己己決決定定のの尊尊重重））  

一人一人の「尊厳の保持」と「自己決定の尊重」を重視し、その能力に応じた自立的な

生活が保持され、自己実現を図ることにより、その人らしい生活を送ることのできる福

祉施策を推進します。 

また、障害のある人も子どもも高齢者もみんなが地域を支え合う存在であるという、

ソーシャルインクルージョン2の理念に基づく、福祉施策を推進します。 

 

（（２２））身身近近なな地地域域ににおおけけるる課課題題解解決決力力のの強強化化  

市民が、身近な地域で、地域課題を「我が事」として受け止め、それら地域課題を身近

な地域で考え、取り組むことのできる、課題解決力を高める視点からの福祉施策を推進

します。 

また、複合化した福祉課題に対して適切な支援を行うための、コーディネート機能の

強化を図っていきます。 

 

（（３３））多多様様なな主主体体にによよるる協協働働・・連連携携（（自自助助・・互互助助・・共共助助・・公公助助））  

多様な主体が、それぞれの生活や考え方、また、各分野での経験の蓄積を大切にしなが

ら、主体的に参画し、協働・連携によって進めることのできる施策を推進します。 

推進に当たり、本市では、日頃の課題を自身が主体となり、個人の努力で解決する「自

助」を始め、個人で解決できない問題を身近な地域や住民同士の支え合いにより助け合

う「互助」、あわせて、介護保険制度等、保険料と公的負担金を財源とする福祉サービス

の提供等を行う「共助」、高齢者や障害のある人の地域での生活を支援する「公助」等を

バランスよく組み合わせ、福祉サービスを必要とする市民の支援につながる方策を講じ

ます。 

                                                  
2 ソーシャルインクルージョン：今日的な「つながり」の再構築を図り、全ての人々を孤独や孤立、

排除や摩擦から援護し、健康で文化的な生活の実現につなげるよう、社会の構成員として包み支え合

う社会をつくる、という、社会福祉の考え方です。障害のあるなしにかかわらず、普通に暮らすこと

ができる社会をつくるという、「ノーマライゼ－ション」の次に位置付けられる、社会福祉の理念と

して、用いられるようになりました。 
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第第３３章章  福福祉祉計計画画のの基基本本的的考考ええ方方  

１１  基基本本理理念念  
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３３  基基本本のの仕仕組組みみ・・基基本本視視点点（（方方向向性性））  

 

基本理念として掲げた「みんなでつくる、みんなの福祉」をこれまでの計画から継承す

るとともに、多様化する価値観や福祉へのニーズに対応するために、更なる市民・関係機

関・事業者との協働を推進し、安心して暮らせる地域共生社会を目指します。 
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基基本本理理念念  基基本本のの仕仕組組みみ  
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２２  安安全全・・安安心心のの仕仕組組みみづづくくりり  

  

３３  協協働働・・連連携携のの仕仕組組みみづづくくりり  

  

４４  福福祉祉分分野野とと他他分分野野のの連連携携  
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「基本理念」とは本市が目指す福祉の姿であり、「基本の仕組み」とはその実現に向け

て構築する仕組み、「基本視点」とは基本理念を実現する方向性を示すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

基基本本視視点点((方方向向性性))  

  

  
１１  健健ややかか※※でで、、そそのの人人ららししいい暮暮ららししをを支支ええるる福福祉祉のの実実現現  

あらゆる市民が、心身ともに健やかで、その人らしく、自立して、暮らせる

地域社会と福祉の実現を図ります。 

 

※「健やか」であること、「健康」とは、病気ではないとか弱っていないという

ことではなく、肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、全てが満たされ

た状態にあることをいう。（ＷＨＯの定義） 

２２  身身近近なな地地域域ででつつななががりり、、支支ええ合合うう福福祉祉のの実実現現  

身近な地域社会で、様々な市民が主体的につながり、制度や分野ごとの「縦

割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて参画し、支え合う福祉の実

現を図ります。 

３３  市市民民・・関関係係機機関関・・事事業業者者のの協協働働でで進進めめるる福福祉祉のの実実現現  

市民協働の理念に基づき、引き続き市民と自治会・町会等、NPO・ボラン

ティア団体、関係機関や事業者、行政が協働する総合的で包括的な福祉の実現

を目指します。 

４４  いいつつででもも安安心心ししてて暮暮ららせせるる福福祉祉のの実実現現  

住み慣れた地域で、その人の尊厳が守られ、安心した暮らしが実現できる仕

組みや環境づくりを進めます。また、誰もが障害や障壁を感じることなく暮ら

すことができる福祉の実現を目指します。 
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３３  基基本本のの仕仕組組みみ・・基基本本視視点点（（方方向向性性））  

 

基本理念として掲げた「みんなでつくる、みんなの福祉」をこれまでの計画から継承す

るとともに、多様化する価値観や福祉へのニーズに対応するために、更なる市民・関係機

関・事業者との協働を推進し、安心して暮らせる地域共生社会を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

男
女
一
人
ひ
と
り
の
人
権
と
個
性
が
尊
重
さ
れ
、
み
ん
な
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現 

基基本本理理念念  基基本本のの仕仕組組みみ  

  

１１  新新たたなな支支ええ合合いいとと包包括括的的なな支支援援体体制制  

のの構構築築  

～～
つつ
なな
がが
りり
ああ
いい
、、
支支
ええ
合合
いい
、、
安安
全全
でで
安安
心心
しし
てて
暮暮
らら
せせ
るる
まま
ちち
のの
実実
現現
へへ
～～  

みみ
んん
なな
でで
つつ
くく
るる
、、
みみ
んん
なな
のの
福福
祉祉 

  

２２  安安全全・・安安心心のの仕仕組組みみづづくくりり  

  

３３  協協働働・・連連携携のの仕仕組組みみづづくくりり  

  

４４  福福祉祉分分野野とと他他分分野野のの連連携携  

- 39 -



 

- 40 - 

 


